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　今年も埼玉ひびきの農協児玉地区なす部会（代表＝海北昌
宏さん）から、児玉地域の小・中学校５校の学校給食とし
て、なすが提供されました。
　７月15日に夏野菜カレー、９月２日にマーボーなす、９月
12日になすのミートスパゲティ、10月５日にいなかうどん
汁の食材として調理されました。

　　　学校給食に地元産の
　　　　取れたてなすが届きました！

　

▲10/５の給食
  「いなかうどん汁」

▲玉入れ（シルクドーム、市民カメラ
マン仁科和十さん撮影）

▲こども体操体験教室（北泉
小学校体育館）

▲キンボール体験（中央公民館）

▲金屋小学校のみんな

9/24 仁手小学校運動会

10/8 藤田保育所運動会

10/10 スポレクフェスタ2011

　10月17日、大学生の若い感性や専門知
識を活

い

かして中山間地域を支援する「ふ
るさと支援隊」による稲刈りが行われま
した。
　当日は、メンバーである大正大学の学
生47人が、児玉町東小平地区のみなさん
と一緒に昔ながらの手作業での稲刈りを
行いました。

高窓の里でふるさと支援隊
による稲刈りが行われました
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埼
玉
県
景
観
計
画
の
変
更
に
関

す
る
公
聴
会
（
説
明
会
）
を
開

催
　

埼
玉
県
が
作
成
す
る
埼
玉
県
景

観
計
画
の
変
更
に
当
た
り
、
住
民

の
み
な
さ
ん
に
意
見
を
お
聴
き
す

る
た
め
、
公
聴
会
（
説
明
会
）
を

開
催
し
ま
す
。

日
時　

11
月
15
日
㈫　

午
前
10
時
～

会
場　

市
役
所
６
階
大
会
議
室

内
容　
「
埼
玉
県
景
観
計
画
」
の

　

変
更

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
埼
玉
県
景
観
計
画
と
は

　

建
築
物
、
工
作
物
、
物
件
の
堆

積
に
つ
い
て
、
使
用
で
き
る
色
彩

の
基
準
・
面
積
及
び
物
件
の
堆
積

高
さ
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
な

お
、
一
定
規
模
以
上
の
行
為
を
行

う
場
合
は
、
景
観
法
に
基
づ
く
届

出
が
必
要
で
す
。

◇
公
聴
会
の
定
義　

　

景
観
法
第
９
条
第
８
項
に
よ
り

準
用
さ
れ
る
景
観
法
第
９
条
第
１

項
に
基
づ
く
公
聴
会
等

◇
変
更
の
目
的　

　

埼
玉
県
で
は
、
本
年
９
月
か
ら

「
圏
央
道
以
北
地
域
の
産
業
地
誘

導
に
関
す
る
基
本
的
考
え
方
」
の

運
用
を
開
始
し
、
圏
央
道
以
北
地

域
の
産
業
地
誘
導
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
こ
の
産
業
地
誘
導
に
伴
う

乱
開
発
を
抑
止
し
、
地
域
の
環
境

と
産
業
地
誘
導
の
調
和
を
図
る
た

め
埼
玉
県
景
観
計
画
を
変
更
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

★
埼
玉
県
田
園
都
市
づ
く
り
課
☎
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ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー『
お

い
し
い　
本
庄
の
水
』
が
で
き

ま
し
た

　

本
庄
地
域
の
通
水
開
始
か
ら
50

年
、
児
玉
地
域
の
通
水
開
始
か
ら

80
年
を
記
念
す
る
と
と
も
に
、
安

全
で
お
い
し
い
本
庄
の
水
を
多
く

の
人
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

都
島
浄
水
場
で
く
み
上
げ
た
深
井

戸
水
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー

を
製
造
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
賞
味

く
だ
さ
い
。

販
売
価
格　

１
本
（
５
０
０
ml
）

　

１
０
０
円

販
売
場
所　

水
道
庁
舎
窓
口
、
児

　

玉
総
合
支
所
水
道
窓
口

★
水
道
課
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「
介
護
者
教
室
」
を
開
催

　

介
護
の
知
識
や
介
護
方
法
に
つ

い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
介
護

者
教
室
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対
象　

家
庭
で
高
齢
者
を
介
護
し

　

て
い
る
家
族
又
は
介
護
に
関
心

　

の
あ
る
人

定
員　

各
回
20
人
（
先
着
順
）

申
込　

11
月
８
日
㈫
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
介
護
い
き
が
い
課
へ

※
参
加
し
た
い
回
を
指
定
し
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

★
介
護
い
き
が
い
課
☎
�
１
１
２
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▲都島浄水場

日　時 内　容 場　所

第１回　11月30日㈬
午後１時30分〜３時

「認知症を抱える方と
の接し方」

児玉デイサー
ビスセンター

第２回　12月14日㈬
午後１時30分〜３時

「知っておきたい高齢
者の健康管理と薬」 中央公民館

第３回　平成24年
１月19日㈭
午後１時30分〜３時

「安全で楽な介護方法
を学ぶ」

特別養護老人
ホーム安誠園

お
知
ら
せ

「本庄の水」ペットボトルウォーターができました

　今年は上水道が利用できるようになって旧本庄
市では50年、旧児玉町では80年の節目の年です。
市ではこの節目を記念し、安全でおいしい水道水
をPRするため、都島浄水場でくみあげた深井戸水
のペットボトルウォーターを約１万本製造しました。
　このペットボトルは11月３日の本庄まつりとこ
だま秋まつりの会場において市民のみなさんにお
披露目し、１本100円で販売を開始します。その
後も水道庁舎窓口と児玉総合支所水道窓口、各種
イベントで販売する予定です。
　ふだん何気なく使っている水道ですが、これは
近代社会の象徴とも言うべき公共財であり、市民
生活になくてはならないものです。
　本庄市は地理的条件に由来する、２つの異なっ
た水道の歴史を持っています。
　昭和初期、旧児玉町から『上水道布設許可稟

りん

請
書』が国に提出されました。それによれば古来よ
り旧児玉町は「水利の天恵に乏し」く、社会が進

展する中このままでは衛生面や防災面で大変な支
障をきたすので、「挙町一致」で水道布設の許可
と補助金の下付を願い出る旨が記されています。
　一方、旧本庄市は古くから「若泉の庄」の名の
如く自然の水利に恵まれていました。しかし、我
が国が高度成長期にさしかかる時代になると、地
下水の汚れや飲料水の不足といった課題が発生。
昭和30年代に水源を地下水とした水道布設事業が
始まっております。
　それぞれ先人の努力によって布設され維持されて
きた２つの水道事業も、合併後統合し、今日も市民
のみなさんへ安全な水の安定供給につとめています。
なお福島第一原発事故以降、定期的に放射性物質の
検査も行っていますが、当初から検出されていません。
　今回PRするペットボトルウォーターは、地下
約100メートルからのおいしい水です。多くのみ
なさんにご賞味またお使いいただき、本庄の２つ
の水道事業の歴史に思いをはせてくださればと存
じます。

　　　　　　　　　　　　   本庄市長




